
黄
越
川
著

『

東
三
省
水
田
誌』

と
そ
の
満
鉄
調
査
研
究
評
価
に
つ
い
て

湯

川

真
樹
江

は

じ

め

に

本
稿
は
東
洋
文
庫
が
所
蔵
す
る
黄
越
川
著
『

東
三
省
水
田
誌』

(

請
求
記
号
は
一
六
一
二)

を
通
し
て
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社

(

以
下
、

満
鉄
と
略
す)

の
調
査
研
究
、
と
り
わ
け
満
鉄
農
事
試
験
場
で
実
施
さ
れ
た
も
の
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

こ
こ
で
紹
介
す
る

『

東
三
省
水
田
誌』

は
中
国
語
で
執
筆
さ
れ
、
一
九
三
〇
年
に
開
明
書
店

(

上
海)

、
中
華
書
店

(

上
海
及
び
各
省)

、

新
学
会
社

(

上
海)

、
中
日
文
化
協
会

(

大
連)

の
連
名
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
本
文
は
一
一
一
頁
、
参
考
文
献
に
関
す
る
記
述
が
三
頁
、

さ
ら
に

｢

東
三
省
水
田
分
布
略
図｣

と
題
し
た
地
図
が
一
枚
付
さ
れ
て
い
る
。
縦
二
〇
七
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
四
八
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、

厚
さ
六
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
、
比
較
的
小
型
の
洋
装
本
で
あ
る
【
写
真
一】

。
本
書
は
東
洋
文
庫
近
代
中
国
研
究
班
に
よ
り
収
集
さ
れ
た
。

日
本
に
お
い
て
は
東
洋
文
庫
の
ほ
か
、
国
立
国
会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
な
お
影
印
本
が
民
国
史
料
叢
刊

経
済
・
農
業
五
一
八

巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

八
七
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著
者
の
黄
越
川
は
ま
た

『

東
三
省
水
田
誌』

が
刊
行
さ

れ
た
同
年
の
一
九
三
〇
年
に

『

東
三
省
畜
産
誌』

を
刊
行

し
て
い
る
。
東
洋
文
庫
に
は
そ
の
影
印
本
が
あ
る

(

民
国

史
料
叢
刊

経
済
・
農
業
五
五
五
巻)

。
そ
れ
は
満
鉄
や
関

東
庁
等
研
究
機
関
の
資
料
を
引
用
し
な
が
ら
馬
、
驢
馬
、

騾
馬
、
牛
、
羊
な
ど
の
家
畜
に
関
す
る
研
究
を
紹
介
し
た

も
の
で
、
序
文
の
日
付
は

『

東
三
省
水
田
誌』

よ
り
遅
れ

る
こ
と
十
一
日
の
、
民
国
十
八

(

一
九
二
九)

年
二
月
十

五
日
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
両
書
は
ほ
ぼ
同
時
に

執
筆
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
黄
は

『

東
三
省
水
田

誌』

の
序
文
に
お
い
て
、
全
国
の
実
業
を
め
ざ
す
者
に
東

三
省

(

以
下
、
当
時
の
日
本
で
の
呼
称
に
従
っ
て

｢

満
洲｣
に
統
一
す
る)

で
の
起
業
を
望
ん
で
い
る
と
記
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
推
し

て
、『

東
三
省
畜
産
誌』

に
お
い
て
も
黄
は
同
じ
よ
う
な
目
的
を
持
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

満
鉄
農
事
試
験
場
は
、
一
九
一
三
年
に
初
め
て
中
満
洲
の
公
主
嶺
に
設
立
さ
れ
た

(

１)

。
翌
年
に
南
満
洲
の
熊
岳
城
に
分
場
が
設
立
さ
れ
、

満
鉄
に
お
け
る
水
稲
の
研
究
は
主
に
こ
の
熊
岳
城
分
場
に
お
い
て
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
満
鉄
調
査
資
料
中
の
水
稲
に
関
す
る
内
容
は
、

農
事
試
験
場
に
お
け
る
研
究
結
果
を
も
と
に
記
述
し
た
も
の
が
多
い
。

八
八

【写真一】[出典] 黄越川 『東三省水田誌』､ 開明書店
ほか､ 一九三〇年､ 表紙 (東洋文庫所蔵)｡
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満
鉄
農
事
試
験
場
は
満
洲
・
蒙
古

(

２)

の
農
業
開
発
を
行
う
た
め
、
設
立
当
初
か
ら
日
本
種
を
持
ち
込
み
、
寒
冷
で
乾
燥
し
た
気
候
を
持
つ

満
洲
に
お
い
て
適
否
試
験
を
行
っ
た
。
朝
鮮
人
農
民
が
朝
鮮
半
島
よ
り
持
参
し
た
朝
鮮
在
来
種
は
す
で
に
南
満
洲
を
中
心
に
栽
培
が
行
わ

れ
て
い
た
が
、
満
鉄
農
事
試
験
場
で
は
主
に
日
本
種
栽
培
の
可
能
性
を
調
べ
、
そ
の
性
質
の
改
良

(

純
系
分
離)

を
行
っ
て
い
た
。
一
九

二
〇
年
代
に
な
る
と
、
日
本
種
の
適
否
試
験
の
結
果
も
徐
々
に
蓄
積
さ
れ
、
純
系
分
離
に
よ
っ
て

｢

改
良
種｣

が
数
種
生
み
出
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
満
鉄
は
こ
れ
ら
の
品
種
の
栽
培
を
鉄
道
付
属
地
内
の
日
本
人
経
営
農
場
や
近
隣
の
朝
鮮
人
農
民
に
奨
励
し
た
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
の
品
種
は
相
応
の
灌
漑
設
備
を
要
し
た
た
め
、
貧
し
い
朝
鮮
人
農
民
は
栽
培
品
種
を
替
え
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
朝
鮮

在
来
種
は
乾
燥
に
強
く
、
粗
放
な
栽
培
方
法
に
も
適
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
満
鉄
農
事
試
験
場
で
は
主
に
南
満
洲
を
対
象
地
域
と
し
た

水
稲
開
発
を
行
っ
て
い
た
が
、
三
〇
年
代
に
な
る
と
中
・
北
満
洲
向
け
の
品
種
開
発
も
実
施
す
る
よ
う
に
な
っ
た

(

３)

。
新
た
な
耐
寒
性
品
種

も
誕
生
し
、
朝
鮮
人
農
民
も
北
部
へ
の
移
住
に
伴
い
、
こ
れ
ら
の
品
種
を
栽
培
し
た
。
結
果
、
満
洲
で
の
水
田
栽
培
面
積
は
増
加
し
た
。

一
九
三
〇
年
以
前
、
日
本
は
満
洲
に
鉄
道
付
属
地
を
持
ち
、
そ
の
敷
地
内
で
の
経
営
を
行
っ
て
い
た
。
朝
鮮
人
は
日
韓
併
合
以
後
、
奉

天
省
政
府
に
日
本
帝
国
主
義
の
走
狗
と
見
な
さ
れ
、
中
国
に
帰
化
し
な
い
朝
鮮
人
は
迫
害
を
受
け
た
。
一
九
二
五
年
彼
ら
に
対
す
る
取
り

締
ま
り
が
法
令
化
さ
れ

(｢

双
方
商
定
取
締
韓
人
弁
法
網
要｣
及
び

｢

取
締
韓
人
弁
法
実
施
細
則｣)

、
そ
の
迫
害
は
満
洲
各
地
に
広
ま
っ

た
。
帰
化
し
な
い
朝
鮮
人
は
中
国
人
地
主
の
下
で
借
地
経
営
を
行
っ
て
い
た
も
の
の
、
借
地
契
約
は
朝
鮮
人
農
民
側
の
負
担
が
非
常
に
重

く
、
経
済
的
に
困
窮
状
態
に
あ
っ
た
。
し
か
し
朝
鮮
半
島
か
ら
の
移
住
民
も
急
激
に
増
加
し
、
水
田
開
発
は
南
満
洲
か
ら
中
・
北
満
洲
へ

と
徐
々
に
広
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
状
況
の
下
、
三
一
年
七
月
に
は
寛
城
子
郊
外
の
水
田
に
お
い
て
中
国
人
と
朝
鮮
人
と
の
間

八
九
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で
灌
漑
を
め
ぐ
る
争
い
が
生
じ
、
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
も
中
国
人
の
排
斥
運
動
が
起
こ
る
に
至
っ
た

(

万
宝
山
事
件)

。

黄
越
川
は
満
洲
に
お
け
る
こ
う
し
た
日
本
の
水
稲
開
発
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
は
日
本
の
鉄
道
学
校
に
学
び
、

清
国
の
浙
江
路
庶
務
科
科
長
や
中
華
民
国
の
浙
江
省
民
政
司
交
通
科
科
長
等
を
歴
任
し
、
そ
の
後
一
九
二
〇
年
代
に
は
大
連
に
滞
在
し
て

満
鉄
庶
務
部
調
査
課
の
嘱
託
と
な
る
な
ど
、
特
殊
な
経
歴
を
も
つ
人
物
で
あ
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
著
わ
さ
れ
た

『

東
三
省
水
田
誌』

は
、

鉄
道
分
野
の
人
間
で
あ
っ
た
黄
の
農
業
に
対
す
る
知
識
や
考
え
を
あ
り
の
ま
ま
に
伝
え
て
お
り
、
当
時
満
鉄
周
辺
に
い
た
中
国
人
の
状
況

を
知
る
上
で
も
興
味
深
い
。
ま
た
、
そ
の
文
章
か
ら
は
日
本
の
侵
略
に
直
面
す
る
中
国
人
の
危
機
感
を
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
れ

ま
で
満
鉄
が
行
っ
た
研
究
、
特
に
農
業
分
野
の
研
究
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
黄
越
川
と
い
う
人
物
の
視

点
か
ら
そ
の
活
動
を
見
て
い
く
こ
と
で
、
満
鉄
で
の
研
究
活
動
に
対
し
て
さ
ら
な
る
特
徴
を
知
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

一

黄
越
川
の
経
歴

黄
越
川
の
本
名
は
広
と
い
い
、
越
川
は
そ
の
字
で
あ
る
【
写
真
二】

。
一
八
七
七
年
に
生
ま
れ
、
一
九
五
四
年
に
没
し
た
。
浙
江
省
余

姚
県
滸
山
鎮
の
出
身
で
、
現
在
こ
の
地
域
は
浙
江
省
慈
渓
市
に
属
し
て
い
る
。

『

余
姚
六
倉
志』

に
よ
る
と
、
黄
は
日
本
の
岩
倉
鉄
道
学
校
に
留
学
し
た

(
４)
。
岩
倉
鉄
道
学
校
と
は
、
一
八
九
八
年
に
岩
倉
具
視
に
よ
り

創
立
さ
れ
た
鉄
道
員
養
成
の
た
め
の
学
校
で
あ
る
。
一
九
〇
九
年
当
時
、
岩
倉
鉄
道
学
校
で
は
清
国
か
ら
の
留
学
生
は
在
校
生
一
一
一
九

九
〇
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人
中
九
五
人
と
約
一
割
を
占
め
た
が
、
黄
の
在
籍
期
間
は
定
か
で
は
な
い

(

５)

。
少
な
く
と
も
一
八
九
九
年
か
ら
一
九
二
一
年
の
卒
業
者
名
簿

に
そ
の
名
前
は
な
く
、
正
式
に
卒
業
し
た
の
か
ど
う
か
も
不
明
で
あ
る
が
、『

余
姚
六
倉
志』

に
は
卒
業
と
記
さ
れ
て
い
る

(

６)

。

黄
は
前
述
の
よ
う
に
帰
国
後
、
浙
江
路
庶
務
科
科
長

(

浙
江
鉄
路
公
司)

、
続
い
て
営
業
局
長
に
就
任
し
た

(

７)

。
一
九
〇
八
年
、
清
国
政

府
の
学
堂
設
立
の
要
請
に
応
え
、
謝
庭
樹
、
馬
子
耕
と
と
も
に
文
蔚
書
院
を
三
山
高
等
初
学
堂
と
改
称
し
、
そ
の
董
事
に
就
任
し
て
い
る
。

中
華
民
国
成
立
後
は
杭
州
電
報
局
局
長
、
浙
江
省
民
政
司
交
通
科
科
長
、
規
画
満
営
事
務
所
所
長
、
銭
江
義
渡
局
局
長
を
歴
任
し

(

８)

、
交
通

に
関
す
る
業
務
に
た
ず
さ
わ
っ
た
。
し
か
し
、
彼
は
二
二
年
頃
よ
り
大
連
に
移
住
し
て
、
満
鉄
庶
務
部
調
査
課
の
嘱
託
を
務
め
、
大
連
の

名
士
た
ち
と
頻
繁
に
交
流
を
し
て
い
る
。
諸
状
況
か
ら
推
察
す
る
と
、
黄
が
大
連
に
い
た
の
は
三
〇
年
頃
ま
で
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

大
連
中
華
青
年
会
は
一
九
二
〇
年
か
ら
二
八
年
ま
で
存
在
し
た
文
化
活
動
団
体
で
あ
る
。
代
表
を
傅
笠
漁

(

９)

と
い
い
、
黄
は
そ
の
幹
事
を

務
め
た
。
大
連
中
華
青
年
会
で
は

『

新
文
化』

(
の
ち
に

『

青
年
翼』

と
な
る)

と
い
う
雑
誌
を
刊
行
し
、
そ
の
創
刊
号
に
て
、
中
国
固

有
文
化
の
精
神
の
発
揮
を
以
て
、
西
洋
文
化
の
精
髄
を
吸
収
す
る
こ
と
を
宗
旨

と
し
、
各
種
資
料
等
を
集
め
、
外
来
文
化
に
流
さ
れ
な
い
文
化
の
開
発
と
改
革
、

及
び
東
三
省
文
化
の
発
展
と
独
立
を
め
ざ
し
た

(�)
。
そ
の
ほ
か
講
演
会
、
図
書
館
、

学
校
を
開
く
な
ど
の
活
動
も
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
団
体
は
二
八
年
八

月
の
日
本
官
憲
に
よ
る
傅
笠
漁
の
逮
捕
と
と
も
に
、
そ
の
活
動
を
終
え
て
い
る
。

九
一

【写真二】黄越川の写真
[出典] 田邉種治郎 『東三省
官紳録』 東三省官紳録刊行
局､ 一九二四年､ 八五四頁｡
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ま
た
黄
越
川
と
い
う
人
物
を
見
る
上
で
欠
か
せ
な
い
の
は
、
詩
人
と
し
て
の
活
動
で
あ
る

(�)

。
彼
は
大
連
滞
在
中
、
嚶
鳴
社

(�)

と
い
う
詩
の

会
に
所
属
し
、
満
蒙
文
化
協
会
の

『

東
北
文
化
月
報』

に
詩
を
掲
載
し
て
い
る
。
満
蒙
文
化
協
会
は

｢

組
織
的
統
一
的
に
滿
蒙
文
化
の
眞

相
を
調
査
紹
介
す
る｣

こ
と
を
そ
の
使
命
と
し
て
い
た

(�)
。『

東
北
文
化
月
報』

は
、
満
蒙
文
化
協
会
が

｢

中
國
人
一
般
及
各
國
人
と
共
に

本
機
關
の
利
用
を
な
さ
し
む｣

た
め
に
発
行
し
た
中
国
語
の
雑
誌
で
あ
っ
た

(�)

。
黄
は
一
九
二
三
年
か
ら
二
五
年
ま
で
の
間
、
十
一
回
以
上

に
も
わ
た
っ
て

『

東
北
文
化
月
報』

に
詩
を
掲
載
し
た

(�)
。
な
お
、『

東
北
文
化
月
報』

の
第
三
巻
第
一
号
に
は
、
詩
壇

｢

浩
然
嚶
鳴
兩
社

聯
吟
詩
稿｣

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
一
九
二
三
年
嚶
鳴
社
は
満
鉄
副
総
裁
と
し
て
新
た
に
着
任
し
た
川
村
竹
治
を
泰
華

楼
に
て
歓
迎
、
主
に
在
満
日
本
人
に
て
構
成
さ
れ
て
い
た
浩
然
社
の
人
々
を
招
い
て
詩
を
贈
り
合
っ
た
と
い
う

(�)

。
そ
の
な
か
で
川
村
は
、

主
に
中
国
人
に
て
構
成
さ
れ
て
い
た
嚶
鳴
社
の
人
々
に
対
し

｢

同
種
同
文
意
轉
濃

(�)｣
(

同
種
同
文
、
意
は
轉
濃
し｣)

と
詠
ん
だ
。
黄
は
そ

れ
に
対
し

｢

論
文
兩
國
志
相
同

(�)｣
(｢

文
を
論
ず
る
の
両
国
、
志
は
相
同
じ｣)

と
詠
み
返
し
て
い
た
。
彼
が
詩
文
を
通
じ
て
在
満
日
本
人

と
親
密
な
交
流
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

黄
は
前
述
の
よ
う
に
大
連
滞
在
中
に
満
鉄
庶
務
部
調
査
課
の
嘱
託
と
し
て
勤
務
し
て
い
た

(�)
。
彼
が
翻
訳
し
た
も
の
の
な
か
に
は
、『

満

洲
産
天
然
藍
之
研
究』
(

佐
藤
新
次
郎
著
、
一
九
二
四
年)
、『
満
洲
農
家
之
生
産
與
消
費』

(

中
野
時
雄
著
、
一
九
二
五
年)

、『

大
豆
油
肥

�
業
調
査
書』
(

西
依
六
八
編
、
一
九
四
三
年)

等
、
満
鉄
庶
務
部
調
査
課
刊
行
の
書
が
多
い
。
う
ち

『

満
洲
産
天
然
藍
之
研
究』

、『

満

洲
農
家
之
生
産
與
消
費』

、『

大
豆
油
肥�
業
調
査
書』

は
東
洋
文
庫
に
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る

(

請
求
記
号
は
そ

れ
ぞ
れm
icro1007(17),m

icro1007(25),m
icro1007(44))

。
黄
が
嘱
託
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
具
体
的
な
時
期
は
定
か
で
は
な
い

が
、『

東
三
省
水
田
誌』

に
は
多
く
の
満
鉄
調
査
資
料
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
嘱
託
と
い
う
身
分
も
ま
た
、
満
鉄
調
査
資
料
を
利
用
す
る

九
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機
会
が
比
較
的
多
く
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

二
『

東
三
省
水
田
誌』

の
内
容
に
つ
い
て

本
書
序
文
に
は
執
筆
の
目
的
が
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

吾
國
近
幾
年
來
。
對
内
最
難
解
決
者
。
爲
人
民
之
食�
問
題
。
惟
此
問
題
。
應
從
生�
方
面
積
極
進
行
。
方
能
解
決
。
東
三
省
地
廣

人
稀
。
荒
蕪
滿
目
。�
由
人
滿
爲
患
諸
省
。
移
民
至
此
。
使
其
開
墾
水
田
。
以
圖
生�
發
達
。�
何
有�号
腹
之
慮
耶
。
對
外
最
難
解

決
者
。
爲
隣
國
之
商
租
問
題
。
所
謂
有
土
地
上
之
權
利
者
。
以
商
租
權
爲
最
高
權
利
是
已
。
暫
租
久
租
。
相
持
不
下
。
其
實
不
成
問

題
。�
隣
國
取�
不
平
等
條
約
。
租
借
地
悉
收
囘
。
服
從
吾
國
法
律
。
吾
國
予
以
内
地
雜
居
及
土
地
權
。
凡
有
志
農
業
者
。
相
互
開

墾
水
田
。
一�
同
仁
。
無
分
畛
域
。
隣
國
於
此
。
其
亦
歎
當
年
強
迫
之
爲
失
策
歟
。
予
著
此
書
。
抱
此
兩
願
。
若
云
識
途
老
馬
。
則

我
豈
敢

(�)
。

(

日
本
語
訳)

我
が
国
に
お
い
て
は
最
近
数
年
来
、
対
内
的
に
最
も
解
決
の
難
し
い
も
の
は
、
人
民
の
食
糧
問
題
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
問
題
は
生
産

方
面
か
ら
積
極
的
に
行
う
こ
と
で
、
は
じ
め
て
解
決
が
で
き
る
。
東
三
省
は
土
地
が
広
く
人
口
が
少
な
く
、
と
て
も
荒
れ
果
て
て
い
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る
。
人
口
が
多
く
て
問
題
と
な
っ
て
い
る
諸
省
よ
り
、
こ
こ
に
民
を
移
し
、
彼
ら
に
水
田
を
開
墾
さ
せ
、
生
産
の
発
展
を
図
れ
ば
ど

う
し
て
飢
餓
の
恐
れ
が
あ
ろ
う
か
。
対
外
的
に
最
も
解
決
の
難
し
い
も
の
は
、
隣
国
と
の
土
地
商
租
権
問
題
で
あ
る
。
所
謂
土
地
上

の
権
利
で
は
、
商
租
権
が
最
高
権
利
で
あ
る
。
我
が
国
と
隣
国
は
土
地
租
借
で
、
短
期
の
租
権

(

暫
租)

と
長
期
の
租
権

(

永
租)

を
互
い
に
譲
ろ
う
と
し
な
い
が
、
そ
れ
は
実
際
の
と
こ
ろ
問
題
で
は
な
い

(�)

。
も
し
隣
国
が
不
平
等
条
約
を
取
り
消
し
、
租
借
地
を
悉

く
返
し
て
我
が
国
の
法
律
に
従
う
な
ら
ば
、
我
が
国
は
隣
国
に
内
地
雑
居
と
土
地
の
権
利
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。
お
よ
そ
農
業
を
志

す
者
で
あ
れ
ば
互
い
に
水
田
の
開
墾
を
し
て
、
彼
ら
を
一
視
同
仁
と
み
な
し
て
区
別
を
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
な
れ
ば
隣
国
も
当

時
我
が
国
を
強
迫
し
た
こ
と
が
失
策
で
あ
っ
た
と
歎
く
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。
私
は
こ
の
書
を
著
し
た
の
は
、
こ
の
二
つ
の
願
い
を

抱
い
て
い
る
か
ら
だ
。
も
し
私
を
知
識
の
豊
富
な
人
物
と
言
う
な
ら
ば
、
誠
に
恐
れ
多
い
こ
と
で
あ
る
。

黄
は

『

東
三
省
水
田
誌』

を
執
筆
す
る
こ
と
で
、
人
々
が
満
洲
に
移
住
し
、
水
稲
生
産
を
行
う
こ
と
、
そ
れ
に
よ
り
食
糧
問
題
を
和
ら

げ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
。
ま
た
土
地
商
租
権
問
題
に
関
し
て
は

｢

隣
国｣

日
本
が
租
借
地
を
返
還
し
て
、
中
華
民
国
の
法
律
に
従
え

ば
、
内
地
雑
居
と
土
地
の
権
利
を
与
え
、
一
視
同
仁
と
み
な
し
区
別
を
し
な
い
と
考
え
て
い
た
。
例
言
と
し
て
以
下
に
い
う
。

本
編
以
東
三
省
水
稻
作
之
現�
紹
介
於
全
國
爲
目
的
願
有
志
實
業
者
惠
然
肯
來
廣
爲
開
發
水
田
以
裕
民
生
而
抗
外
力

本
編
所
引
用
之
各
參
考
書
爲
調
査
有
先
後
或
有
多
少
不
同
之
點
此
外
錯
綜
互
見
亦
所
不�
閲
者
諒
之

九
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(

日
本
語
訳)

本
編
は
東
三
省
水
稲
作
の
現
状
を
全
国
に
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
実
業
に
志
あ
る
者
が
や
っ
て
来
て
広
く
水
田
を
開
発
し
、

民
の
生
活
を
裕
か
に
し
、
外
力
に
抗
う
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る

(�)

。

本
編
が
引
用
す
る
各
参
考
書
は
調
査
が
前
後
し
、
多
少
の
異
な
る
点
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
他
意
見
が
錯
綜
す
る
と
こ
ろ
が

あ
る
の
も
免
れ
な
い
が
、
読
者
の
諒
解
を
求
め
る

(�)
。

ま
た
、
緒
論
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
少
し
長
く
な
る
が
、
黄
の
視
点
を
理
解
す
る
た
め
、
全
文
を
引
用
す
る
。

東
三
省
各
地
方
。
江
河
流
域
甚
多
。
沿
革
土
地
。
大�
皆
屬
膏
壤
。
土
質
鬆
。
水
澤
潤
。
最
宜
開
墾
水
田
。�
有
熱
心
之
實
業
家
。

投
袂
而�
。
凡
可
以
開
墾
爲
水
田
者
。
盡
量
進
行
。
其
所
收
穫
之
穀
。
當
與
豆
、
油
、
餠
等
。
並
駕
齊
驅
。
上�
國
計
。
下
裕
民
生
。

利�
爲
何
如
乎
。
然
而�
年
以
來
。
地
廣
人
稀
。
荒
蕪
各
地
。
乏
人
開
墾
。
水
田
更
無
有
過
問
者
。
以
致
大
好
土
地
。
拱
手
而
讓
外

人
。
闢
爲
水
田
之
用
。
例
如
遼
寧
之
瀋
陽
、
安
東
一
帶
。
多
爲
日
、
韓
人
所
耕
作
。
吉
林
之
牡
丹
江
沿
岸
。
若
寧
安
縣
屬
海
林
等
處
。

亦
韓
農
占
多
數
。
吉
林
北
部
及
沿
海
州
一
帶
。
多
爲
俄
人
所
經
營
是
已
。
最
近
滿
鐵
當
局
。
收
買
皮
子
窩
管
内
之
水
田
。
約
五
十
頃
。

並
聘
久
在
美
國
經
營
大
農
式
水
田
之
佐
藤
信
之
等
三
人
來
連
。
指
導
一
切
。
用
最
新
式
機
器
。
以
謀
水
田
業
之
發
展
。
又
俄
國
前
財

部
次
長
丸
米
得
爾
。
在
牡
丹
江
沿
岸
及
鏡
波
湖
等
處
。
重
價
租
得
已
墾
及
未
墾
之
水
田
三
百
餘
頃
。
並
於
東
省
鐵
路
之
海
林
站
及
牡

丹
江
站
。
設
有
大
規
模
之
精
米
廠
兩
處
。
足
徴
日
、
俄
人
意
態
之
雄
矣
。
返�
我
國
。
上
述
各
處
。
間
亦
有
耕
種
者
。
無
如
規
模
甚

九
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小
。
不
圖
擴
充
。
不
加
研
究
。
毎
年
成
績
。
不
如
外
人
遠
甚
。
所
謂
相
形
見�
者
非
耶
。
循
此
而
往
。
東
省
水
田
。
將
盡
歸
諸
外
人

掌
握
。
影
響
民
生
。
實
非
淺
鮮
。
著
者
旅
東
以
來
。
注
意
及
此
。
匆
匆
十
載
。
集
腋
以
成
是
書
。
藉
供
國
人
參
考
。
願
有
志
實
業
者
。

��
直
追
。
豈
惟
東
省
。
實
國
家
之�
焉

(�)
。

(

日
本
語
訳)

東
三
省
の
各
地
方
に
は
、
河
川
の
流
域
が
と
て
も
多
い
。
土
地
の
流
域
は
大
半
が
皆
肥
沃
な
土
壌
に
属
し
、
土
質
は
柔
ら
か
く
、
水

は
潤
沢
で
、
水
田
の
開
墾
に
最
も
適
し
て
い
る
。
も
し
情
熱
の
あ
る
実
業
家
が
奮
起
す
れ
ば
、
開
墾
に
て
水
田
に
で
き
る
と
こ
ろ
は
、

で
き
る
限
り
行
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
収
穫
し
た
穀
物
は
豆
、
油
、
豆
粕
等
と
価
値
は
等
し
く
決
し
て
引
け
を
取
ら
な
い
。
上
に
お

い
て
は
国
の
経
済
に
利
益
を
与
え
、
下
に
お
い
て
は
民
の
生
活
を
裕
か
に
し
、
利
益
は
と
て
も
大
き
い
。
し
か
し
歴
年
、
土
地
は
広

く
、
人
口
は
少
な
く
、

荒
れ
果
て
た
各
地
は
、
開
墾
を
す
る
労
働
力
に
乏
し
か
っ
た
。
水
田
に
関
し
て
は
な
お
さ
ら
で
、
手
を
こ

ま
ね
い
て
良
地
を
外
国
人
に
譲
り
、
彼
ら
の
水
田
開
拓
の
用
に
供
し
て
い
た
。
例
え
ば
遼
寧
省
の
瀋
陽
や
安
東
一
帯
で
は
日
本
人
や

朝
鮮
人
の
耕
作
す
る
も
の
が
多
い
。
吉
林
省
の
牡
丹
江
沿
岸
で
、
寧
安
県
に
属
す
る
海
林
等
の
よ
う
な
所
は
、
ま
た
朝
鮮
人
農
民
が

多
数
を
占
め
て
い
る
。
吉
林
省
北
部
と
沿
海
州
一
帯
で
は
ロ
シ
ア
人
が
多
く
経
営
し
て
い
る
。
最
近
満
鉄
当
局
は
、
皮
子
窩
管
内
の

水
田
約
五
十
頃
を
買
い
上
げ
、
並
び
に
久
し
く
ア
メ
リ
カ
に
て
大
農
式
水
田
の
経
営
を
行
っ
て
き
た
佐
藤
信
之
等
の
三
人
を
大
連
に

招
い
て
、
一
切
を
指
導
さ
せ
、
最
新
式
機
器
を
用
い
て
水
田
業
の
発
展
を
図
っ
た
。
ま
た
ロ
シ
ア
の
前
財
部
次
長
丸
米
得
爾

(

原
綴

未
詳)

は
牡
丹
江
沿
岸
と
鏡
波
湖
等
に
お
い
て
、
既
墾
、
未
墾
の
水
田
三
百
余
頃
を
高
額
に
て
借
り
た
。
そ
し
て
中
国
東
省
鉄
路

九
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(

東
清
鉄
道)

の
海
林
駅
と
牡
丹
江
駅
に
て
、
大
規
模
の
精
米
所
を
二
か
所
設
立
し
た
。
こ
れ
ら
を
見
て
も
日
本
人
と
ロ
シ
ア
人
の

意
欲
と
行
動
に
勢
い
が
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
反
対
に
我
が
国
を
見
て
み
る
と
、
上
述
の
各
所
に
耕
作
す
る
も
の
が
い
て
も
規

模
は
と
て
も
小
さ
く
、
拡
充
を
図
ら
ず
、
研
究
を
行
わ
な
い
。
毎
年
の
成
績
は
外
国
人
と
か
け
離
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
相
形
見�
、

す
な
わ
ち
比
較
し
て
見
劣
り
が
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
ま
ま
で
は
東
三
省
の
水
田
は
ま
も
な
く
諸
外
国
人
が
悉
く
掌

握
し
て
し
ま
い
、
民
の
生
活
へ
の
影
響
は
実
に
甚
大
で
あ
る
。
著
者
は
東
三
省
を
旅
し
て
以
来
こ
の
点
に
注
意
し
、
十
年
が
経
っ
て

し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
わ
ず
か
な
知
識
を
集
め
て
こ
の
書
を
ま
と
め
、
我
が
国
の
人
々
の
参
考
に
供
す
る
こ
と
に
し
た
。
実
業
を
志
す

者
が
急
ぎ
奮
起
し
て
後
に
続
く
こ
と
を
願
う
。
東
三
省
だ
け
で
は
な
く
国
家
の
幸
福
と
な
る
の
で
あ
る
。

例
言
と
緒
論
を
見
る
か
ぎ
り
、
黄
は
水
田
開
発
を
す
る
実
業
者
の
増
加
に
よ
っ
て

｢

外
力｣

に
抵
抗
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。｢

外
力｣

と
は
日
本
人
や
朝
鮮
人
、
ロ
シ
ア
人
に
よ
る
圧
力
を
指
し
て
お
り
、
特
に
日
本
と
ロ
シ
ア
を
警
戒
し
て
い
た
。
満

洲
を
旅
し
、『

東
三
省
水
田
誌』

を
執
筆
し
た
。
こ
の
文
面
か
ら
彼
の
切
迫
感
が
感
じ
ら
れ
る
。
黄
は
十
四
冊
の
参
考
書
を
使
用
し
、
本

書
の
巻
末
に
中
国
語
で
そ
の
書
名
の
み
を
記
し
て
い
る
。【
表
一
】
で
は
左
側
に
黄
の
記
し
た
書
名
を
、
右
側
に
原
本
と
見
ら
れ
る
書
物

を
挙
げ
た
。
文
献
は
本
稿
で
の
紹
介
順
に
記
載
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
日
本
語
文
献
と

『

東
三
省
水
田
誌』

と
の
関
係
を
調
べ
た
結
果
、

章
立
て
の
特
徴
と
し
て
主
に
次
の
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。【
表
二
】
は
そ
の
対
照
表
で
あ
る
。
黄
は

『

東
三
省
水
田
誌』

の
第
一
章

の
緒
論
に
お
い
て
ま
ず
彼
独
自
の
意
見
を
述
べ
、
第
二
章
で
は

『

満
洲
の
水
田』

の
第
一
章
部
分
を
概
略
的
に
翻
訳
し
、
第
三
章
で
は

『

満
洲
水
田
の
話』

の
第
二
章
を
概
略
的
に
翻
訳
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
四
章
か
ら
第
十
章
ま
で
は

『

満
洲
の
水
田』

の
第
二
章
か
ら
第

九
七
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九
八

【表一】

『東三省水田誌』 の巻末
｢引用書及年報月報目録｣
での紹介

日本語文献
引用したもの 引用したか不明のもの

(タイトルが同じか類似)
『満洲水田』 南満洲鉄道株式会社興業

部農務課 『満洲の水田』
南満洲鉄道株式会社､
1926年｡

『満洲水田之話』 佐田弘治郎編 『満洲水田
の話』 南満洲鉄道株式会
社庶務部調査課､1926年｡

『吉敦鉄路沿線之水田』 村越信夫 『吉敦鉄道沿線
の水田』 中日文化協会､
1928年｡

『齊齊哈爾地方之水田與
韓農』
『満蒙水田事業』
『満洲米作論』 岡川栄蔵 『満洲米作論』

大阪屋号書店､ 1924年｡
『北満洲之水田事業』
『北満農業』 東支鉄道 『北満農業』 東

省鉄路経済調査局､ 1928
年｡

『遼寧二十年史』 菊池秋四郎､ 中島一郎
『奉天二十年史』､ 奉天二
十年史刊行会､ 1926年｡

『商品中之満洲米』 佐田弘治郎編 『商品とし
ての満洲米』 南満洲鉄道
株式会社､ 1927年｡

『中国北部貿易年報』 南満洲鉄道株式会社庶務
部調査課編 『北支那貿易
年報』､ 参照年不明｡

『満洲大連港貨物年報』 南満洲鉄道株式会社鉄道
部庶務課､ 南満洲鉄道株
式会社埠頭事務所 『大連
港貨物年報』､ 南満洲鉄
道株式会社埠頭事務所､
参照年不明､ 他｡

『満鉄統計年報』 南満洲鉄道株式会社 『統
計年報』､ 参照年不明､
他｡

『満洲経済統計年報』 (南満洲鉄道株式会社調
査会 『満洲経済統計年報』
南満洲鉄道株式会社､
1934年以降のもの等はあ
る｡)

[出典] 黄越川 『東三省水田誌』､ 開明書店ほか､ 一九三〇年､ 引用書及年報月報目録一頁よ
り作成｡ 黄は 『東三省水田誌』 において､ 『満洲の水田』 にて引用されている 『北支那貿易
年報』 の数値を中国仕様に変えて使用している (しかし 『満洲の水田』 に引用頁が書かれて
いないため､ 参照年は不明)｡
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八
章
ま
で
を
そ
れ
ぞ
れ
概
略
的
に
翻
訳
し
て
い
る

(

た
だ
し
一
部
の
節
に
お
い
て
は
、『

満
洲
水
田
の
話』

、『

吉
敦
鉄
道
沿
線
の
水
田』

、

『

満
洲
米
作
論』

等
の
内
容
を
概
略
的
に
翻
訳
も
し
く
は
黄
の
意
見
を
述
べ
て
い
る)

。
第
十
一
章
は
、
や
や
こ
れ
ま
で
の
章
と
異
な
り
、

『

満
洲
の
水
田』

に
は
な
い
、
大
正
十
四
年
か
ら
十
六
年
ま
で
の
新
し
い
デ
ー
タ
が
入
っ
た
表
を
引
用
し
て
い
る
。
章
や
表
の
タ
イ
ト
ル

と
執
筆
の
形
式
が

『

満
洲
の
水
田』

と
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て
、『

満
洲
の
水
田』

が
引
用
し
て
い
る

『

北
支
那
貿
易
年
報』

等
の

新
た
な
デ
ー
タ
を
引
用
し
て
、
黄
が
独
自
に
意
見
を
加
え
た
可
能
性
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
第
十
二
章
で
は

『

商
品
と
し
て
の
満
洲

米』

を
底
本
と
し
、
内
容
を
概
略
的
に
翻
訳
し
て
い
る
。

本
書
の
特
徴
は
、
主
と
し
て

『
満
洲
の
水
田』

と

『

商
品
と
し
て
の
満
洲
米』

に
基
づ
き
、
そ
れ
ら
の
一
部
を
概
略
的
に
翻
訳
し
、
時

折
黄
の
独
自
の
考
え
を
叙
述
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
第
二
章
及
び
第
四
章
か
ら
第
十
章
ま
で
は

『

満
洲
の
水
田』

を
底
本
と
し
、
ほ
と
ん

ど
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
ま
た

｢

東
三
省
水
田
分
布
略
図｣

と
い
う
地
図
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も

『

満
洲
の

水
田』

の
地
図

｢

満
洲
水
田
分
布
略
図｣

を
、
タ
イ
ト
ル
と
地
名
等
を
若
干
変
え
て
掲
載
し
て
い
る
【
写
真
三】

【
写
真
四】

。
ま
た
、

『

満
洲
の
水
田』

や

『

商
品
と
し
て
の
満
洲
米』

で
用
い
ら
れ
て
い
る
元
号
表
記
や
面
積
な
ど
の
単
位
表
記
は
中
国
仕
様
に
変
更
し
、
満

洲
各
地
域
の
紹
介
の
順
番
も
中
国
、
日
本
、
朝
鮮
の
順
序
に
置
き
換
え
て
い
る
。
か
つ
、｢

支
那｣

は

｢

中
国｣

に
、｢

奉
天｣

は

｢

遼
寧｣

に
書
き
直
し
て
い
る

(

そ
の
他
一
部
の
地
名
の
変
更
も
あ
る)

。

『

満
洲
の
水
田』

は
一
九
二
一
年
に
満
鉄
地
方
部
勧
業
課
よ
り
初
め
て
出
版
さ
れ
、
二
六
年
に
満
鉄
興
業
部
農
務
課
よ
り
改
訂
版
が
、

三
二
年
に
満
鉄
地
方
部
農
務
課
よ
り
再
改
訂
版
が
そ
れ
ぞ
れ
出
さ
れ
て
い
る
が
、
黄
が
底
本
に
し
た
の
は
二
六
年
の
改
訂
版
と
思
わ
れ
る
。

九
九
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【表二】

『東三省水田誌』
該当

箇所
『満洲の水田』 (一九二六年)

備考 (『東三省水田誌』

の主な特徴)

附 地図 ｢東三省水田分布

略図｣

→ 附地図 ｢満洲水田分布略

図｣

地名を漢字表記に変更｡

日本側の名称を ( )

でくくり､ 併記

鉄道路線を加筆

第一章 緒論 『満洲の水田』 に

該当箇所なし

黄の意見を記述

第二章 東三省水田之沿革 → 第一章 満洲に於ける水田

発展の沿革

概略的に翻訳

第三章 栽培水稲之優点及

缺点

『満洲の水田』 に

該当箇所なし

『満洲水田の話』 第二

章を概略的に翻訳

第四章 東三省水稲作與自

然要素

→ 第二章 満洲の米作と天然

要素

記述はなく､ タイトル

のみ

第一節 気候 → 第一節 位置 概略的に翻訳､ 且つ

『満洲水田の話』 第三

章第一節を概略的に翻

訳

→ 第二節 気候 構成が 『満洲の水田』

に似ているが､ 気温や

湿度等は 『吉敦鉄道沿

線の水田』 第四章にあ

る表を一部使用

第二節 土壌 → 第三節 地質及び土性 概略的に翻訳

第五章 灌漑水 → 第三章 水利 『満洲の水田』 第三章

の導入部分を省略､ 以

降概略的に翻訳

第一節 灌漑水源 → 第一節 灌漑水源 概略的に翻訳

第二節 用水量 → 第二節 用水量 概略的に翻訳

附 遼寧水利局之現状 → 附 奉天水利局の現状 概略的に翻訳

第六章 東三省水稲作之現

状

→ 第四章 満洲に於ける米作

の現況

『満洲の水田』 第四章

第一節の導入部分を概

略的に翻訳

第一節 重要水田所在地 → 第一節 水田面積 概略的に翻訳､ 面積は

記載せず｡ 関東州と満

鉄付属地を最後に紹介

第二節 水稲米生産量 → 第二節 米の生産状況 概略的に翻訳

第三節 東三省水稲作之現

状

→ 第三節 各地水稲耕作の現

況

概略的に翻訳するも､

二項 ｢吉林省各県｣ の

後半部分､ 附 ｢韓農租

約式｣､ 三 ｢黒龍江省

各県｣ にて 『満洲の水
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一

田』 以外の内容を記述｡

『満洲の水田』 の九項

｢間島地方｣､附二｢熱河

蒙古地方状況｣を省略

第四節 水稲品種 →

第四節 水稲の品種 概略的に翻訳第五節 各地方之栽培品種 →

第六節 各具特性之品種 →

第七節 水稲栽培上之注意

事項

→ 第五節 水稲耕作の概要 概略的に翻訳､ 十 ｢病

害虫｣ など､ 『満洲の

水田』 以外の内容を記

述

第八節 経営水田與土地 → 第六節 水田経営と土地関

係

概略的に翻訳､ 『満洲

の水田』 の一 ｢商租｣

と二 ｢農業合弁｣ を最

後に紹介

第九節 経営水田與労工 第七節 水田経営と労働者 タイトルは似ているが､

『満洲の水田』 と内容

が異なる

第七章 水稲作之収支計算 → 第五章 水田経営の収支計

算と利廻

第一節を概略的に翻訳､

｢奉天北陵農場｣ に関

する記述を省略､ また､

第二節 ｢敦化自種農｣

については､ 『吉敦鉄

道沿線の水田』 の第十

章を概略的に翻訳

第八章 東三省産米之化学

成分

→ 第六章 満洲米の科学的成

分

概略的に翻訳

第九章 東三省水稲作之試

験成績

第七章 水稲試験成績 黄の意見を記述

第一節 遼寧北陵農場試験

成績

『満洲の水田』 に

該当箇所なし

『満洲米作論』 第二章

第一節を概略的に翻訳

第二節 熊岳城分場及長春

苗圃試験成績

→ 第一節 品種試験 概略的に翻訳｡ 節の終

わりに面積や度量衡の

単位を記した ｢中日対

照表｣ が付けられてい

る

第十章 東三省将来之水田

可耕地

→

第八章 将来の水田可耕地

概略的に翻訳

第一節 遼寧省之水田可耕

地

→ 第八章の表を第一節と

して記述

第二節 吉林省之水田可耕

地

『満洲の水田』 に

該当箇所なし

公主嶺満鉄農事試験場

村越信夫の調査をもと

に記述 (引用先不明)
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二

第三節 黒龍江省之水田可

耕地

『満洲の水田』 に

該当箇所なし

哈爾濱日本領事山田四

郎の報告をもとに記述

(引用先不明)

『満洲の水田』 (一九二六年) の再改定版か､ 『満洲

の水田』 で引用している表の最新データをもとに記

述？

第十一章 東三省米之需供関

係

→ 第九章 米の需給関係 記述はなく､ タイトル

のみ

第一節 東三省用米之進口

額

第一節 米の輸入額 タイトルと形式は似て

いるが､ 『満洲の水田』

と内容が異なる｡ (『満

洲の水田』 にない大正

十四年から十六年まで

の新しいデータを使用)

第二節 進口歴程 第二節 輸入径路 同上

第三節 進口米之種類 第三節 輸入米の種類 同上

第四節 大連進口米之状態 第四節 大連に於ける米の

輸入状況

同上

第五節 各地米之集散状態 第五節 各地に於ける米の

集散状況

同上

第六節 米の消費 タイトルと内容全て省

略

第六節 米價 第七節 米価 タイトルと形式は似て

いるが､ 『満洲の水田』

と内容が異なる｡ (『満

洲の水田』 にない大正

十四年から十六年まで

の新しいデータを使用｡

｢長春市場米価｣ が加

わる)

『商品としての満洲米』

第十二章 精米業 → 第四章 精米業 記述はなく､ タイトル

のみ

第一節 精米業之沿革 → 第一節 精米業の沿革 概略的に翻訳

第二節 精米状態 → 第二節 精米状況 翻訳

第三節 籾の歩止り タイトルと内容全て省

略

第三節 精米用費及副産物 → 第四節 精米に要する諸費

用及副産物

概略的に翻訳

[出典] 黄越川 『東三省水田誌』､ 開明書店ほか､ 一九三〇年､ 南満洲鉄道株式会社興業部農
務課編 『満洲の水田』 南満洲鉄道株式会社､ 一九二六年､ 佐田弘治郎編 『満洲水田の話』 南
満洲鉄道株式会社庶務部調査課､ 一九二六年､ 岡川栄蔵 『満洲米作論』 大阪屋号書店､ 一九
二四年､ 村越信夫 『吉敦鉄道沿線の水田』 中日文化協会､ 一九二八年､ 及び佐田弘治郎編
『商品としての満洲米』 南満洲鉄道株式会社庶務部調査課､ 一九二七年より作成｡
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三

【写真三】[出典] 黄越川 『東三省水田誌』､ 開明書
店ほか､ 一九三〇年､ ｢東三省水田分布略図｣ (東洋
文庫所蔵)｡

【写真四】[出典] 南満洲鉄道株式会社興業部農務
課編 『満洲の水田』 南満洲鉄道株式会社､ 一九二
六年､ ｢満洲水田分布略図｣｡

����������������



二
一
年
と
二
六
年
に
出
さ
れ
た

『

満
洲
の
水
田』

は
、
石
津
半
治
が
編
纂
し
た
。
二
六
年
の
改
訂
版
は
、｢

大
正
十
年
十
月
調
査
編
纂
せ

る
も
の
を
更
に
新
し
き
事
実
を
基
礎
と
し
て
改
訂
せ
る
も
の｣

で
あ
っ
た
。
一
九
三
二
年
の
再
改
訂
版
は
満
鉄
農
事
試
験
場
の
技
師
黒
澤

謙
吾
が
編
纂
し
、
そ
の
内
容
は
初
版
・
改
訂
版
と
は
内
容
が
異
な
り
、
か
つ
詳
細
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

他
方

『

商
品
と
し
て
の
満
洲
米』

は
、
二
七
年
に
満
鉄
庶
務
部
調
査
課
よ
り
出
版
さ
れ
て
い
る
。
編
纂
は
大
西
健
吉
が
担
当
し
た

(�)

。
以

上
の
黄
が
底
本
と
し
た
二
つ
の
書
は
と
も
に
満
鉄
か
ら
出
版
し
た
も
の
で
、
発
行
年
が
比
較
的
近
い
。『

東
三
省
水
田
誌』

執
筆
当
時
に

お
い
て
黄
は
、
最
新
の
資
料
を
手
に
入
れ
や
す
い
環
境
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

三

『

東
三
省
水
田
誌』
の
特
徴
に
つ
い
て

こ
こ
で
は

『

東
三
省
水
田
誌』

の
内
容
的
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、
そ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
黄
越
川
の
意
見
を
見
て
い
く
。
ま
ず
、

『

東
三
省
水
田
誌』

に
現
れ
る
地
名
を
確
認
す
る
た
め
、
底
本
と
し
た

『

満
洲
の
水
田』

の
原
文
を
以
下
に
掲
げ
る
。

由
來
滿
洲
が
北
方
に
偏
し
緯
度
高
き
の
故
を
以
て
滿
洲
水
田
の
適
否
を
疑
ふ
人
士
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
と
雖
も
一
度
地
圖
を
開
い
て

位
置
を
檢
す
る
と
き
は
必
ら
ず
し
も
滿
洲
の
み
獨
り
高
緯
度
に
あ
る
に
あ
ら
ず
し
て
日
本
内
地
及
朝
鮮
に
於
け
る
米�
地
が
却
つ
て

滿
洲
よ
り
高
緯
度
に
あ
る
を
知
る
べ
し
。
今
滿
洲
各
地
と
同
緯
度
の
日
本
内
地
及
び
朝
鮮
の
重
要
地
點
を
示
せ
ば
次
の
如
し
。

一
〇
四
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滿
洲

日
本
及
朝
鮮

緯
度

一
面
坡

四
五
・
〇
一

牡
丹
江

四
四
・
三
六

長
春
、
吉
林

旭
川

四
三
・
五
〇

鐵
嶺
、
山
城
子

室
蘭
、
會
寧

四
二
・
二
〇

奉
天
、
撫
順

凾
館
、
鏡
城

四
一
・
五
五

遼
陽
、
桓
仁�
森

四
一
・
一
〇

營
口
、
寛
甸

城
津

四
〇
・
四
五

熊
岳
城
、
安
東
縣

新
潟
、
秋
田

四
〇
・
一
〇

大
連

酒
田

三
八
・
五
〇

右
の
如
く
北
海
道
に
於
け
る
随
一
の
米�
地
た
る
旭
川
地
方
は
長
春
、
吉
林
と
同
緯
度
に
あ
る
を
知
る
べ
く
又
奉
天
地
方
は
凾
館
に

匹
敵
す
べ
く
熊
岳
城
、
安
東
縣
地
方
は
秋
田
市
と
同
緯
度
に
存
す
る
を
觀
れ
ば
大
體
に
於
て
南
北
滿
洲
を
通
し
何
れ
の
地
と
雖
も
其

の
地
理
的
位
置
に
於
て
米
作
不
可
能
の
地
な
き
を
知
る
べ
き
な
り

(�)
。

一
方
、『

東
三
省
水
田
誌』

で
は
こ
の
内
容
を
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

一
〇
五
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東
三
省
之
位
置
。
偏
於
北
方
。
爲
緯
度
高
。
不
惟
氣
候
寒
冷
。
且
乏
雨
量
。
故
懷
疑
者
。
謂
水
稻
爲
熱
帶
亞
細
亞
之
原�
。
移
植
東

省
。
未�
有
幾
分
之
不
利
耳
。
予
謂
不
然
。
試
一
覽
東
省
之
地
圖
。
吉
林
、
長
春
緯
度
四
三
、
五
〇
。
與
日
本
之
旭
川
同
。
瀋
陽
、

撫
順
緯
度
四
一
、
五
五
。
與
日
本
之
函
館
同
。
遼
陽
、
桓
仁
緯
度
四
一
、
一
〇
。
與
日
本
之�
森
同
。
然
而
旭
川
、
函
館
、�
森
。

皆
爲
彼
國
首
屈
一
指
之�
米
區
域
。
足
徴
米
作
無
不
可
能
之
地
。
對
於
東
省
。
何
所
用
其
疑
乎

(�)

。

(

日
本
語
訳)

東
三
省
の
位
置
は
北
方
に
偏
っ
て
い
て
緯
度
が
高
い
。
気
候
が
寒
冷
な
だ
け
で
は
な
く
、
雨
量
も
乏
し
い
。
そ
の
た
め
水
田
事
業
の

発
展
に
懐
疑
的
な
者
は
、
水
稲
は
熱
帯
ア
ジ
ア
の
原
産
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
東
三
省
に
移
植
す
る
の
は
、
若
干
の
不
利
を
免
れ
な

い
と
言
う
。
し
か
し
私
は
そ
う
は
思
わ
な
い
。
試
し
に
東
三
省
の
地
図
を
見
て
み
る
と
、
吉
林
、
長
春
の
緯
度
は
四
三
・
五
〇
度
で
、

日
本
の
旭
川
と
同
じ
く
、
瀋
陽
、
撫
順
の
緯
度
は
四
一
・
五
五
度
で
日
本
の
函
館
と
同
じ
で
あ
る
。
遼
陽
、
桓
仁
の
緯
度
は
四
一
・

一
〇
度
で
日
本
の
青
森
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
旭
川
、
函
館
、
青
森
は
み
な
彼
の
国
で
指
折
り
の
産
米
地
区
で
あ
る
。
米
作
が
不

可
能
の
地
で
は
な
い
こ
と
を
十
分
に
示
し
て
い
る
。
東
三
省
に
対
し
て
、
な
ぜ
懐
疑
的
に
な
る
の
か
。

こ
れ
は

｢

全
国｣

の
実
業
を
め
ざ
す
者
に
向
け
て
書
か
れ
た
文
章
だ
が
、
比
較
は
日
本
の
地
名
の
ま
ま
で
あ
る
。
読
者
が
ど
の
程
度
日

本
の
地
名
を
把
握
し
て
い
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
、『

満
洲
の
水
田』

で
述
べ
ら
れ
て
い
る
土
地
を

｢

彼
國
首
屈
一
指
之�
米
區
域｣

と

一
〇
六
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紹
介
し
つ
つ
、
満
洲
で
の
水
稲
作
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。『

満
洲
の
水
田』

は
、
満
鉄
が
満
洲
水
稲
作
の
可
否
を
確
認
す
る
た
め
、

日
本
種
の
適
否
試
験
を
行
っ
て
い
た
頃
に
書
か
れ
た
書
で
あ
り
、
満
鉄
農
事
試
験
場
が
国
内
の
米
作
不
可
能
論
を
唱
え
る
日
本
人
に
向
け

て
そ
の
可
能
性
を
説
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
黄
は

『

満
洲
の
水
田』

で
説
明
さ
れ
て
い
る
内
容
を
利
用
し
な
が
ら
、
満
洲
で

の
水
稲
作
を
奨
励
す
る
と
い
う
手
法
を
用
い
て
い
る
。

次
に
栽
培
品
種
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず

『

満
洲
の
水
田』

の
原
文
を
掲
げ
る
。

滿
洲
に
栽
培
せ
ら
る
ゝ
品
種
は
頗
る
雜
駁
に
し
て
優
劣
相
錯
綜
せ
る
も
大
體
在
來
種
と
日
本
種
と
に
分
類
す
る
を
得
べ
く
在
來
種
と

稱
す
る
は
元
朝
鮮
人
に
よ
り
て�
入
せ
ら
れ
た
る
種
類
に
し
て
今
日
廣
く
各
地
に
栽
培
せ
ら
る
ゝ
も
の
主
と
し
て
此
種
類
に
屬
す
、

此
中
に
は�孚
色
赤
褐�
紫
又
は
黄
白
等
數
種
あ
る
も
概
し
て
草�
長
く�
成
熟
期
に
於
て
落
粒
し
易
く
隨
つ
て
風
害
を
被
る
こ
と
多

き
等
の
缺
點
あ
り
。
然
れ
ど
も
品
質
收
量
良
好
な
る
も
の
少
か
ら
ず
一
般
に
有
芒
無
芒
に
分
類
せ
ら
れ
有
芒
の
も
の
は
毛
頭
兒

(

有

毛
兒)

無
芒
の
も
の
は
光
頭
兒

(

没
毛
兒)

と
稱
せ
ら
る
。
日
本
種
は
日
本
人
が
水
稻
栽
培
に
著
手
し
た
る
以
來�
入
し
た
る
も
の

に
係
り
就
中
滿
鐵
農
事
試
驗
場
に
於
て
内
地
各
府
縣
よ
り
適
良
種
を
取
寄
せ
試
作
し
た
る
に
依
り
普
及
せ
る
も
の
多
し
。
之
等
の
品

種
は
氣
候
の
點
よ
り
何
れ
も
多
少
熟
期
に
差
異
あ
る
も
要
す
る
に
悉
く
早
熟
種
に
屬
せ
り

(�)
。

以
下
は
、『

東
三
省
水
田
誌』

の
内
容
で
あ
る
。

一
〇
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東
三
省
所
栽
培
之
水
稻
品
種
。
頗
爲
複
雜
。
優
劣
互
相
錯
綜
。
大
致
可
分
爲
本
地
種
與
日
本
種
。
所
謂
本
地
種
者
。
實
朝
鮮
種
。
舊

由
韓
農
攜
帶
來
此
。
目
下
各
地
。
栽
培
此
種
者
居
多
數
。�孚
色
有
赤
褐
、�
紫
或
黄
白
等
數
種
。
草
之
體
積
長
。�
成
熟
期
。
落
粒

甚
易
。
故
遇
風
災
。
秋
收
必
大
減
色
。
殊
爲
缺
點
。
雖
然
。
品
質
收
量
。
多
優
良
者
。
普
通
分
爲
有
芒
及
無
芒
兩
種
。
有
芒
者
俗
稱

爲
毛
頭
兒
。
無
芒
者
俗
稱
爲
光
頭
兒
。
日
本
種
由
日
人
經
營
水
田
者
所
攜
來
。
就
中
滿
鐵
農
事
試
驗
場
。
向
日
本
各
府
縣
選
優
良
種
。

至
此
試
用
。
普
及
甚
廣
。
此
等
品
種
。
爲
氣
候
上
關
係
。
雖
成
熟
期
不
無
差
異
。
而
皆
爲
早
熟
種
焉

(�)

。

(

日
本
語
訳)

東
三
省
で
栽
培
し
て
い
る
水
稲
品
種
は
と
て
も

｢

複
雑｣

で
優
劣
が
相
錯
綜
し
て
い
る
が
、
大
体
に
お
い
て
本
地
種
と
日
本
種
と
に

分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
所
謂
本
地
種
と
は
、
実
の
と
こ
ろ
朝
鮮
種
で
あ
り
、
昔
朝
鮮
人
農
民
に
よ
っ
て
こ
こ
に
持
っ
て
来
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。
目
下
各
地
に
お
い
て
こ
の
品
種
を
栽
培
す
る
も
の
が
多
い
。
籾
殻
の
色
に
は
、
赤
褐
、
黒
紫
、
あ
る
い
は
黄
白
な
ど

数
種
が
あ
る
。
茎
は
長
く
、
ま
た
成
熟
期
に
お
い
て
は
落
粒
を
し
や
す
い
。
そ
の
た
め
風
害
に
あ
え
ば
、
秋
の
収
穫
は
必
ず
大
い
に

減
る
こ
と
が
特
に
欠
点
で
あ
る
。
品
質
収
量
に
お
い
て
優
良
な
も
の
が
多
い
が
、
通
常
は
有
芒

(

禾
の
有
る
も
の)

と
無
芒

(

禾
の

無
い
も
の)

の
二
種
に
分
け
ら
れ
る
。
有
芒
の
も
の
は
俗
に
毛
頭
児
と
呼
び
、
無
芒
の
も
の
は
俗
に
光
頭
児
と
呼
ぶ
。
日
本
種
は
日

本
人
の
水
田
経
営
者
が
持
ち
込
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
と
り
わ
け
満
鉄
農
事
試
験
場
で
日
本
の
各
府
県
よ
り
優
良
種
を
選
び
、
こ
の
地

に
持
っ
て
き
て
試
作
を
し
、
広
く
普
及
さ
せ
た
。
こ
れ
ら
の
品
種
は
気
候
の
関
係
上
、
成
熟
期
に
差
異
は
あ
る
が
、
皆
早
熟
種
で
あ

一
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る
。

こ
こ
で
は
次
の
点
が
確
認
で
き
る
。『

満
洲
の
水
田』

で
は
、｢

滿
洲
に
栽
培
せ
ら
る
ゝ
品
種
は
頗
る
雜
駁｣

と
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ

の
文
章
中
の

｢
雜
駁｣

と
い
う
表
現
は
、
品
種
の
種
類
で
は
な
く
、
米
の
性
質
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め

｢

雜
駁｣

と
は
稲
の

雑
種
化
し
た
状
態
を
指
し
て
い
た
。
雑
種
化
し
た
稲
は
収
量
が
落
ち
る
な
ど�
劣
化�
の
兆
候
が
見
ら
れ
、
一
九
二
〇
年
代
満
鉄
農
事
試

験
場
で
は
雑
種
化
し
た
稲
を
改
良
す
る
た
め
に
、
純
系
分
離
と
い
う
品
種
の
改
良
を
行
っ
て
い
た
。

黄
越
川
は

｢

頗
る
雑
駁｣

と
い
う
内
容
を

｢

頗
為
複
雜｣

と
訳
し
て
い
る
。
こ
の
文
章
を
見
る
限
り
、｢

雜
駁｣

と
い
う
言
葉
に
含
ま
れ

る
性
質
上
の
特
徴
が
あ
る
か
は
定
か
で
は
な
い
。
た
だ
、
黄
は
水
稲
の
種
類
が
複
雑
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

満
鉄
の
研
究
を
底
本
に
、
満
洲
で
の
水
田
開
発
を
奨
励
し
て
い
た
黄
だ
が
、
彼
自
身
は
満
鉄
の
研
究
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
た
の
だ

ろ
う
か
。『

東
三
省
水
田
誌』

で
は
、
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る

(�)
。

我
國�
實
業
者
。
對
於
某
事
業
之
實
際
及
其
功
用
。
向
來
不
知
試
驗
。
往
往
一
敗
塗
地
。
無
可
收
拾
。
致
一
般
實
業
家
。
貽
爲
口
實
。

不
復
相
繼
而�
。
數
十
年
來
。
其
委
靡
不
振
者
。
原
因
雖
多
。
而
不
試
驗
成
績
。
實
首
負
其
責
焉
。
關
於
此
點
。
不
能
不
欽
佩
日
本

人
。
無
論
何
種
事
業
。
必
經
試
驗
之
後
。
始
爲
進
行
。
決
無
有
貿
然
從
事
者
。
試�
以
東
省
水
田
論
。
一
爲
遼
寧
北
陵
農
場
。
一
爲

滿
鐵
農
事
試
驗
場
熊
岳
城
分
場
及
長
春
苗
圃
。
種
種
試
驗
。�
費
經
營
。
其
施
設
便
有
把
握
矣
。
吾
人
苟
欲
進
行
水
田
。
科
學
方
面
。

一
〇
九
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�
屬
幼
稚
。
惟
有
以
日
人
所
試
驗
者
。�
爲
他
山
之
石
云
爾

(�)

。

(

日
本
語
訳)

我
が
国
の
実
業
を
行
う
者
は
、
あ
る
事
業
の
実
際
と
そ
の
効
率
に
対
し
て
一
向
に
実
験
を
行
う
こ
と
を
知
ら
ず
、
往
往
に
し
て
失
敗

し
て
、
収
拾
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
一
般
の
実
業
者
に
至
っ
て
は
、
口
実
を
も
う
け
て
再
び
続
け
て
行
お
う
と
し
な
い
。

数
十
年
来
の
不
振
は
、
原
因
が
多
々
あ
れ
ど
も
成
果
を
実
験
し
な
い
こ
と
に
ま
ず
一
番
の
責
を
負
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し

て
は
日
本
人
に
感
服
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
ど
の
事
業
に
し
て
も
必
ず
実
験
を
経
た
後
に
は
じ
め
て
進
め
、
軽
率
に
事
に
当
た
る
も
の

は
決
し
て
い
な
い
。
東
三
省
の
水
田
で
い
え
ば
、
一
つ
に
は
遼
寧
の
北
陵
農
場
、
一
つ
に
は
満
鉄
農
事
試
験
場
熊
岳
城
分
場
及
び
長

春
苗
圃
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
種
種
の
実
験
が
長
年
に
わ
た
っ
て
計
画
、
実
行
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
敷
設
に
は
確
た
る
見
通
し
が
あ
る
。

我
が
国
の
人
々
が
水
田
耕
作
を
行
お
う
と
す
れ
ば
、
科
学
の
面
で
ま
だ
未
熟
で
あ
る
の
で
、
た
だ
日
本
人
の
実
験
成
果
を
も
っ
て
他

山
の
石
と
す
る
だ
け
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
他
の
章
に
お
け
る
黄
の
意
見
に
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

・
吾
人
栽
培
水
稻
。
毎
畝
應
需
水
量
若
干
。
爲
極
重
要
之
事
。
然
我
國
以
農
圃
事
爲
瑣�
。
向
不
實
地
研
究
。
故
自
漢
以
來
之
農
書
。

所
載
多
爲
政
典
。
不
能
供
實
地
研
究
之
用
。
南
方
雖
以
水
田
著
名
。
而
各
事
詢
諸
農
。
往
往
知
其
當
然
不
知
其
所
以
然
。
東
省
更

一
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無
論
矣
。
近
來
日
人
在
東
省
者
。
研
究
水
田
事
業
。
無
微
不
至
。
足
供
借
鑑
之
助

(�)

。

・
我
國
人
。�
知
墨
守
舊
法
。
不
圖
改
良
。
以
致
毎
年�
品
。
終
不
及
外
人
之
優
良
。
於
是
歸
咎
土
質
不
美
。
多
放
棄
其
水
田
之
生

活
。
改
爲
他
種
營
業
。
若
不
設
法
挽
救
。
則
嫩
江
隣
近
及
松
花
江
下
游
水
田
之
利�
。
將
盡
拱
手
而
讓
外
人
。
喧
賓
奪
主
。
安
得

不�叔
然
以
憂
乎

(�)
。

・
我
國
人
所
經
營
者
。
爲
資
本
少
。
悉
不
能
與
之
競
爭
焉

(�)
。

(

日
本
語
訳)

・
我
々
が
水
稲
を
栽
培
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
畝
ご
と
に
ど
れ
だ
け
の
水
を
必
要
と
す
る
か
と
い
う
点
を
き
わ
め
て
重
要
な
こ
と
と

考
え
て
い
る
。
し
か
し
我
が
国
で
は
農
業
を
軽
視
し
て
一
向
に
現
場
の
研
究
を
行
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
漢
代
以
来
の
農

書
に
載
っ
て
い
る
も
の
の
多
く
は
政
治
的
な
議
論
で
あ
り
、
実
際
の
農
業
現
場
に
役
立
つ
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
中
国
の
南
方
は

水
田
で
有
名
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
こ
と
を
諸
農
民
に
尋
ね
て
も
、
彼
ら
は
往
々
に
し
て
そ
れ
ら
を
当
然
の
こ
と
と
思
っ
て
い

る
ば
か
り
で
、
そ
れ
が
な
ぜ
そ
う
な
の
か
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。
東
三
省
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
近
来
日
本
人
は
東
三
省
に
あ
っ

て
、
水
田
事
業
を
研
究
す
る
こ
と
が
非
常
に
い
き
と
ど
い
て
い
る
の
で
、
参
考
と
す
る
の
に
足
る
。

・
我
が
国
の
人
々
は
た
だ
古
い
や
り
方
を
守
る
だ
け
で
、
改
良
を
図
ら
な
い
。
そ
の
結
果
、
毎
年
の
生
産
品
に
至
っ
て
は
、
つ
い
に

外
国
人
の
優
秀
な
も
の
に
は
及
ば
な
い
。
そ
こ
で
彼
ら
は
土
質
の
不
良
の
せ
い
に
し
て
、
稲
作
生
活
を
放
棄
し
、
い
ろ
い
ろ
な
事

業
に
乗
り
換
え
る
者
が
多
い
。
も
し
解
決
策
を
図
ら
な
い
な
ら
ば
、
嫩
江
の
近
く
や
松
花
江
下
流
の
水
田
の
利�
は
、
手
を
こ
ま

一
一
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ね
い
て
外
国
人
に
譲
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
外
国
人
が
土
地
を
占
有
し
て
い
く
の
を
、
な
ぜ
憂
え
ず
に
お
ら
れ
よ
う
。

・
我
が
国
の
人
で
経
営
を
行
う
者
は
資
本
が
少
な
い
た
め
、
悉
く
こ
れ
ら

(

外
国
人)

と
競
争
で
き
な
い
。

黄
は
日
本
人
の
詳
細
な
研
究
に
つ
い
て
評
価
を
し
つ
つ
も
、｢

我
が
国
の
人｣

に
対
し
て
は
研
究
を
行
わ
な
い
ま
ま
、
事
業
を
興
し
て
、

失
敗
し
た
時
に
は
す
ぐ
に
諦
め
て
し
ま
う
点
を
批
判
し
て
い
た
。
日
本
人
の
研
究
や
そ
の
態
度
等
を
参
考
と
し
十
分
な
経
営
資
本
を
も
っ

て
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
よ
う
だ
。
黄
は

｢

我
が
国
の
人｣

が
外
国
人
と
対
抗
し
て
、
試
験
や
改
良
を
行
い
、
優
れ
た
農
産
物

を
生
み
出
せ
る
よ
う
変
わ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
。
そ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
彼
は
満
鉄
調
査
資
料
を
積
極
的
に
導
入
と
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
見
が
書
か
れ
る
の
は
、
満
鉄
庶
務
部
調
査
課
の
嘱
託
と
し
て
、
そ
の
研
究
に
触
れ
る
機
会
が
多
か
っ
た
黄
な
ら

で
は
の
も
の
と
い
え
よ
う
。

四

他
の
著
作
物
と
の
比
較

最
後
に
同
時
期
に
執
筆
さ
れ
た
他
の
関
連
書
籍
と
の
比
較
を
通
し
て
、『

東
三
省
水
田
誌』

の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
以
下
は

『

東
北
文
化
月
報』

に
載
せ
ら
れ
た
水
田
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
徐
大
勲
編
訳

｢

東
三
省
水
稲
田
事
業｣

で
は
、『

東
三
省
水
田
誌』

と

同
じ
よ
う
に

『

満
洲
の
水
田』

の
品
種
に
関
す
る
個
所
を
翻
訳
し
て
い
た
。

一
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東
三
省
之
水
稻
。
品
種
頗
雜
。
優
劣
互
差
。
大
抵
可
分
爲
日
本
種
與
本
地
種
。
本
地
種
乃
元
代
時
。
由
朝
鮮
傳
入
者
。
今
各
地
廣
行

栽
培
者
。
多
屬
此
種
。
其
中�
由�孚
色
分
赤
褐
。�
。
紫
及
黄
。
白
等
數
種
。
草
莖
頗
長
。
成
熟
時
。
落
粒
容
易
。
最
怕
風
害
。
缺

點
極
多
。
然
品
質
與
收
量
。
則
形
良
好
。
一
般
以
有
芒
與
無
芒
別
之
。
有
毛
者
稱
毛
頭
兒

(

有
毛
兒)

無
毛
者
稱
光
頭
兒

(

無
毛
兒)

日
本
種
係
日
本
人
著
手
栽
培
時
。
始�
入
。
其
中�
滿
鐵
農
事
試
驗
場
。
由
日
本
各
府
縣
。
取
來
之
品
種
。
實
行
試
作
。
將
此
試
得

結
果
之
品
種
。
依
各
氣
候
普
布
之
。
蓋
以
此
等
品
種
。
其
種
類
頗
多

(�)

。

(

日
本
語
訳)

東
三
省
の
水
稲
は
品
種
が
と
て
も

｢
雑｣

で
、
優
劣
に
差
が
あ
る
。
大
体
日
本
種
と
本
地
種
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
地
種

は
元
代
に
朝
鮮
か
ら
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
今
各
地
に
広
く
栽
培
さ
れ
る
も
の
は
、
多
く
こ
の
種
に
属
す
る
。
そ
の
う
ち
籾
殻

の
色
に
よ
っ
て
赤
褐
、
黒
、
紫
、
黄
、
白
な
ど
数
種
に
分
け
ら
れ
る
。
茎
は
と
て
も
長
く
、
成
熟
時
に
落
粒
し
や
す
い
。
最
も
風
害

を
恐
れ
、
欠
点
は
極
め
て
多
い
。
し
か
し
品
質
と
収
量
は
良
い
。
一
般
に
有
芒

(

禾
の
有
る
も
の)

と
無
芒

(

禾
の
無
い
も
の)

に

こ
れ
を
分
け
、
有
毛
の
も
の
は
毛
頭
児

(

有
毛
児)
と
呼
び
、
無
毛
の
も
の
は
光
頭
児

(

無
毛
児)

と
呼
ぶ
。
日
本
種
は
日
本
人
が

栽
培
に
着
手
し
た
時
に
初
め
て
輸
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
満
鉄
農
事
試
験
場
で
は
、
日
本
各
府
県
よ
り
取
り
寄
せ
た
品
種

で
試
作
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
実
験
で
良
い
結
果
の
品
種
を
、
各
気
候
に
応
じ
て
普
及
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
品
種
は
そ
の
種
類

が
と
て
も
多
い
。

一
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こ
の
よ
う
に
、
当
時
満
鉄
の
調
査
資
料
を
翻
訳
す
る
こ
と
は
他
に
も
見
ら
れ
た
が
、『

東
三
省
水
田
誌』

と
の
違
い
は
、
全
体
を
通
し

て
満
鉄
調
査
資
料
に
関
す
る
著
者
の
意
見
が
書
か
れ
ず
、
翻
訳
に
終
始
す
る
も
の
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
徐
大
勲
は

｢

雜
駁｣

の

個
所
を

｢
品
種
頗
雜｣

と
訳
し
て
い
る
。
黄
と
同
様
、｢

雜｣

と
い
う
表
現
か
ら

｢

雜
駁｣

の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
か
定
か
で
は
な
い
。

ま
た

『

東
北
文
化
月
報』

は
、
日
本
の
近
代
的
な
技
術
を
紹
介
、
啓
蒙
す
る
こ
と
も
目
的
と
し
て
い
た
た
め
、『

満
洲
の
水
田』

と
い
う

同
じ
書
を
翻
訳
し
て
い
て
も
、
そ
の
意
図
は
異
な
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。

次
に
農
業
に
関
し
て
意
見
を
含
む
著
作
を
見
て
み
よ
う
。
以
下
の
内
容
は
同
じ
く

『

東
北
文
化
月
報』

に
て
掲
載
さ
れ
た
東
北
大
学
の

邊
冠
英
に
よ
る

｢

東
三
省
農
業
開
発
の
私
見｣

で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
当
時
東
三
省
の
農
業
が
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い
た
か
確
認
で
き

る
。

夫
我
東
省
土
地
肥
沃
。
氣
候
温
和
。
大
好
天
然
宜
農
之
區
。
而
農
業
仍
無
進
歩
者
何
也
。
盖
以
業
農
者
多
一
般
魯
莽
無
識
之
流
。
對

於
農
學
終
乏
研
究
提
唱
之
所
致
也
。�
能
上
下
一
致
。
抱
定
重
農
主
義
。
執
政
者
提
倡
於
上
。
服
田
者
奔
走
於
下
。
雄
於
文
者
爲
之

鼓
吹
。
饒
於
資
者
爲
之
興�
。
則�
物
富
饒
。
工
商
自
興
。
以
優
良
之
農�
。
販
運
五
洲
。
藉
獲
厚
利
。
民
安
得
而
不
富
。
國
安
得

而
不�
哉
。
況
我
東
省
幅
員
遼
濶
。
物�
豐
饒
。
世
所
稱
爲
處
女
地
域
也
。
關
於
農�
上
其
有
待
於
吾
人
之
開
發
者
較
諸
各
省
。
爲

尤
切
要

(�)

。

(

日
本
語
訳)

一
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我
が
東
三
省
は
土
地
が
肥
沃
で
、
気
候
が
温
和
で
あ
り
、
自
然
環
境
が
大
変
農
業
に
適
し
た
地
区
で
あ
る
が
、
農
業
が
依
然
進
歩
し

な
い
の
は
な
ぜ
か
。
恐
ら
く
農
業
を
行
う
者
の
一
般
は
、
無
計
画
で
無
知
で
あ
る
こ
と
が
多
い
た
め
で
あ
る
。
農
学
に
対
し
て
は
、

研
究
や
提
議
が
足
り
な
い
。
も
し
上
下
が
一
致
し
て
重
農
主
義
に
徹
し
、
執
政
者
は
上
に
て
提
議
し
、
農
業
に
従
事
す
る
者
は
下
に

て
奔
走
し
、
学
問
に
秀
で
た
者
は
奨
励
し
、
資
金
に
富
ん
で
い
る
も
の
は
事
業
を
起
こ
す
な
ら
ば
、
生
産
物
が
富
み
、
工
業
と
商
業

も
自
ら
興
り
、
優
良
な
農
産
物
を
も
っ
て
全
世
界
に
輸
出
し
、
大
き
な
利
益
を
得
る
で
あ
ろ
う
。
民
は
ど
う
し
て
富
ま
ず
、
国
は
ど

う
し
て
強
く
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
我
が
東
三
省
は
土
地
が
広
く
、
物
産
は
豊
か
で
、
世
間
で
言
う
と
こ
ろ
の
処
女
地
で
あ

る
。
東
三
省
の
農
産
物
に
関
し
て
は
、
我
々
の
開
発
が
待
た
れ
る
こ
と
他
省
よ
り
も
特
に
緊
急
で
あ
る
。

邊
冠
英
も
同
様
に
満
洲
に
お
け
る
農
業
の
振
興
を
勧
め
、
農
民
の
無
知
と
研
究
の
不
足
を
認
め
て
い
る
。
当
時
、
処
女
地
と
し
て
豊
か

な
満
洲
を
開
発
し
て
富
を
得
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
っ
た
。
黄
越
川
も
緒
論
に
て
満
洲
の
農
業
の
振
興
を
訴
え
て
い
る
が
、
そ
れ
は
時
代

的
潮
流
の
な
か
で
生
ま
れ
た
一
般
的
な
意
見
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
邊
の
文
章
で
は
満
鉄
の
調
査
研
究
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ

て
い
な
い
た
め
、
彼
が
日
本
の
活
動
を
ど
う
捉
え
て
い
た
の
か
定
か
で
は
な
い
。
黄
の
よ
う
に
中
国
人
の
視
点
か
ら
、
満
洲
の
農
業
状
況

と
満
鉄
の
調
査
研
究
を
あ
わ
せ
て
論
じ
独
自
の
意
見
を
述
べ
て
い
る
著
作
が
、
管
見
の
限
り
他
に
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
黄
は
、『

東

北
文
化
月
報』

に
何
度
も
詩
を
掲
載
す
る
な
ど
、
彼
ら
と
近
い
と
こ
ろ
に
い
な
が
ら
も
、『

東
三
省
水
田
誌』

で
は
外
力
へ
の
抵
抗
を
表

明
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
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お

わ

り

に

以
上
、『

東
三
省
水
田
誌』

に
つ
い
て
分
析
を
進
め
、
紹
介
し
て
き
た
。
ま
と
め
と
し
て
次
の
点
を
指
摘
し
た
い
。

黄
越
川
は
日
本
で
鉄
道
技
術
を
学
ん
だ
人
物
で
あ
り
、
水
田
事
業
に
は
精
通
し
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
記
述
に
当
た
っ
て
そ
の
内
容

の
大
部
分
は

『

満
洲
の
水
田』
を
底
本
に
し
て
い
た
。
例
言
に
あ
る
よ
う
な

｢

外
力｣

へ
の
抵
抗
の
必
要
を
感
じ
、
執
筆
し
た
こ
と
も
そ

の
原
因
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
黄
に
と
っ
て
満
洲
の
水
田
状
況
を
知
る
上
で
身
近
な
資
料
は
、
満
鉄
の
調
査
資
料
で
あ
っ
た
。
日
本
人
の

研
究
が
日
本
人
の
間
だ
け
で
な
く
、
一
部
の
中
国
人
の
間
で
も
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
改
め
て
確
認
で
き
る
。
こ
の
書
は

『

東
北
文
化

月
報』

に
掲
載
さ
れ
た
他
の
論
文
と
は
性
質
が
異
な
り
、
そ
の
目
的
が

｢

外
力｣

へ
の
抵
抗
に
あ
っ
た
。
黄
は

『

東
三
省
水
田
誌』

に
お

い
て

『

満
洲
の
水
田』

等
の
翻
訳
、
紹
介
の
み
な
ら
ず
、
彼
自
身
の
意
見
も
記
述
し
て
い
る
。
満
洲
の
農
業
に
つ
い
て
は
、
他
の
中
国
人

と
同
様
に
振
興
の
必
要
を
訴
え
て
い
た
が
、
満
鉄
の
研
究
活
動
に
関
し
て
意
見
を
述
べ
て
い
る
点
で
は
、
他
と
異
な
っ
て
い
た
。
満
鉄
の

調
査
研
究
に
対
す
る
中
国
人
の
意
見
が
あ
ま
り
な
く
、
当
時
満
鉄
の
研
究
活
動
が
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
に
あ
っ
た
か
を
知
る
こ
と
が
容

易
で
な
い
な
か
で
、
こ
の
書
は
当
時
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
の
点
で

『

東
三
省
水
田
誌』

は
貴
重
な
史
料
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。

ま
た
、
こ
の
書
が
ど
の
程
度
人
々
に
読
ま
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。
た
だ
し
、
上
海
と
大
連
を
中
心
に
中
国
各
地
の
機

関
の
連
名
で
発
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
当
時
の
状
況
を
把
握
す
る
一
つ
の
手
掛
か
り
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
特
筆
す
べ
き
は
発
行
元
の

一
一
六

����������������



一
つ
に
中
日
文
化
協
会
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
会
の
前
身
は

『

東
北
文
化
月
報』

を
刊
行
し
て
い
た
満
蒙
文
化
協
会
で
あ
っ
た

(�)

。
こ

う
し
て
見
る
と
、
黄
の
経
歴
や
著
作
で
の
主
張
は
必
ず
し
も
一
貫
性
が
あ
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
が
、
む
し
ろ
こ
の
よ
う
な
側
面
が
、
当

該
地
域
で
の
複
雑
な
状
況
を
偲
ば
せ
、『

東
三
省
水
田
誌』

を
味
わ
い
深
い
も
の
に
し
て
く
れ
て
い
る
。

黄
は
日
本
の
侵
略
に
対
す
る
抵
抗
の
手
段
と
し
て
知
識
の
普
及
を
試
み
て
い
た
。
黄
の
外
孫
に
よ
る
と
、
彼
は
一
九
三
〇
年
代
に
浙
江

省
に
戻
り
、
紹
興
大
明
電
気
公
司
を
設
立
し
た
と
い
う

(�)
。
彼
自
身
も
実
業
家
と
な
り

｢

外
力｣

に
抗
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

『

東
三
省
水
田
誌』

は

｢

我
が
国｣

の
実
業
を
志
す
者
に
向
け
て
書
か
れ
た
書
で
あ
っ
た
。

注(

１)

設
立
当
時
は

｢

南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
産
業
試
験
場｣

と
い
う
名
称
で
あ
っ
た
が
、
一
九
一
八
年
に

｢

農
事
試
験
場｣

と
改
め
ら
れ
た
。

(

２)

本
稿
で
は
当
時
の
呼
称
に
従
い
蒙
古
と
表
記
す
る
。

(

３)

拙
稿

｢

満
洲
に
お
け
る
米
作
の
展
開

一
九
一
三
〜
一
九
四
五
―
満
鉄
農
事
試
験
場
の
業
務
と
そ
の
変
遷｣

『

史
学』

第
八
〇
巻
第
四
号
、
二
〇

一
一
年
。

(

４)

楊
積
芳

『

余
姚
六
倉
志』

一
九
二
〇
年
、
第
十
五
巻
、
一
六
頁
。

(

５)

岩
倉
鉄
道
学
校

『

私
立
岩
倉
鉄
道
学
校
一
覧』

一
九
一
〇
年
、
一
〇
五
〜
一
〇
六
頁
。

(

６)

前
掲
、(

４)

一
六
頁
。

(

７)

田
邉
種
治
郎

『

東
三
省
官
紳
録』

東
三
省
官
紳
録
刊
行
局
、
一
九
二
四
年
、
八
五
四
頁
。

一
一
七
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(
８)

同
右
、
八
五
四
頁
。

(
９)

安
徽
省
英
山
県
の
人
。
一
八
八
二
年
生
。
安
徽
大
学
及
明
治
大
学
卒
業
。
一
九
一
二
年
天
津
に
て

『

新
春
秋
報』

を
創
刊
、
一
九
一
三
年
大
連

に
て
泰
東
日
報
社
編
集
長
を
務
め
る
。
二
一
年
に
満
鉄
嘱
託
、
二
二
年
に
大
連
市
会
議
員
を
務
め
る
が
、
二
八
年
、
東
三
省
擾
乱
計
画
の
罪
に
よ

り
逮
捕
さ
れ
る
。
三
〇
年
天
津
に
赴
き
大
公
報
社
に
入
る

(

外
務
省
情
報
部

『

現
代
中
華
民
国
満
洲
帝
国
人
名
鑑』

東
亜
同
文
会
業
務
部
、
一
九

三
七
年
、
四
七
〇
頁)

。

(

10)

李
振
遠
主
編

『
長
夜
・
曙
光
―
殖
民
統
治
時
期
大
連
的
文
化
芸
術』

大
連
、
大
連
出
版
社
、
一
九
九
九
年
、
三
二
頁
。

(

11)

黄
越
川
は

『

小
梅
苑
唱
和
集』

と
い
う
詩
集
を
刊
行
し
て
い
る
。
関
連
す
る
文
章
と
し
て
、
楊
鳳
鳴

｢

和
黄
越
川
五
十
自
寿｣

、
胡
子
晋

｢

題
黄

越
川
小
梅
苑
唱
和
集｣

な
ど
が
あ
る
。

(

12)

一
九
二
一
年
五
月
一
四
日
、
大
連
に
て
成
立
。

(

13)

満
蒙
文
化
協
会

『

満
蒙
年
鑑』
一
九
二
三
年
、
八
頁
。

(

14)
｢

本
協
會
の
宣
傳
機
關
と
し
て
毎
月
一
囘

『

滿
蒙
の
文
化』

(

菊
二
倍
版
八
十
餘
頁)

の
大
雜
誌
を
發
行
し
凡
ゆ
る
方
面
の
權
威
あ
る
調
査
研
究

資
料
を
發
表
し
て
會
員
諸
君
に
頒
つ
と
共
に
全
滿
洲
の
輿
論
の
代
表
と
し
て
内
外
に
向
つ
て
吾
人
の
目
的
貫
徹
に
努
め
ん
と
す
る
同
時
に
漢
文
雜

誌

『

東
北
文
化
月
報』

を
發
行
し
て
中
國
人
一
般
及
各
國
人
と
共
に
本
機
關
の
利
用
を
な
さ
し
む｣

(『

満
蒙
年
鑑』

一
九
二
三
年
、
八
頁)

当
時
、

名
誉
総
裁
は
張
作
霖
、
総
裁
は
後
藤
新
平
、
会
長
は
川
村
竹
治
、
副
会
長
は
相
生
由
太
郎
で
あ
っ
た
。

(

15)

第
二
巻
第
四
号

(

一
九
二
三
年
四
月)

、
第
二
巻
第
五
号

(
一
九
二
三
年
五
月)

、
第
二
巻
第
八
号

(

一
九
二
三
年
八
月)

、
第
二
巻
第
十
一
号

(

一
九
二
三
年
十
一
月)

、
第
三
巻
第
一
号

(

一
九
二
四
年
一
月)
、
第
三
巻
第
二
号

(

一
九
二
四
年
二
月)

、
第
三
巻
第
五
号

(

一
九
二
四
年
五
月)

、

第
三
巻
第
十
一
号

(

一
九
二
四
年
十
一
月)

、
第
四
巻
第
五
号

(

一
九
二
五
年
五
月)

、
第
四
巻
第
七
号

(

一
九
二
五
年
七
月)

等
に
詩
を
掲
載
し

て
い
る
。

(

16)

こ
の
歓
迎
会
で
は
、
他
に
尹
介
甫
、
呉
復
黄
、
畢
大
拙
、
傅
笠
漁
、
楊�
吾
、
許
学
源
、
田
岡
正
樹
、
野
村
直
彦
、
原
田
光
次
郎
、
相
生
由
太

一
一
八
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郎
、
荒
木
伊
平
、
福
田
顕
四
郎
な
ど
が
参
加
し
て
い
た
。

(
17)

満
蒙
文
化
協
会

『

東
北
文
化
月
報』

第
三
巻
第
一
号
、
一
九
二
四
年
、
一
一
二
頁
。

(

18)
同
右
、
一
一
八
頁
。

(

19)
『

東
三
省
官
紳
録』

八
五
四
頁
。

(

20)

黄
越
川

『
東
三
省
水
田
誌』

開
明
書
店
ほ
か
、
一
九
三
〇
年
、｢

自
序｣

一
頁
。

(

21)

商
租
権
問
題
と
は
一
九
一
五
年
五
月
二
五
日
、
日
本
と
中
華
民
国
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た

｢

南
滿
洲
及
東
部
内
蒙
古
ニ
關
ス
ル
條
約｣

に
端
を

発
す
る
土
地
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
こ
の
条
約
の
第
二
条
に
は

｢

日
本
國
民
ハ
南
滿
洲
ニ
於
テ
各
種
商
業
上
ノ
建
物
ヲ
建
設
ス
ル
爲�
ハ
農
業

ヲ
經
營
ス
ル
爲
必
要
ナ
ル
土
地
ヲ
商
租
ス
ル
コ
ト
ヲ
得｣

と
あ
り
、
ま
た
同
条
約
の
附
属
交
換
公
文
に
は

｢

南
滿
洲
及
東
部
内
蒙
古
ニ
關
ス
ル
條

約
第
二
條
ニ�
載
セ
ル
商
租
ノ
文
字
ニ
ハ
三
十
箇
年
迄
ノ
長
キ
期
限
附
ニ
テ
且
無
條
件
ニ
テ
更
新
シ
得
ヘ
キ
租
借
ヲ
含
ム
モ
ノ
ト
了
解
致
候｣

と

書
か
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
日
中
間
で
は
｢

商
租｣

と
い
う
二
字
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
、
永
租
と
暫
租
ど
ち
ら
を
指
す
の
か
議
論
が
起
き
た
。
永

租
は
、
三
十
年
迄
の
期
限
を
有
し
、
且
無
条
件
に
て
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
、
暫
租
は
、
期
限
は
当
事
者
の
合
意
に
よ
っ
て
決
め
、
且

無
条
件
に
て
更
新
が
で
き
な
い
も
の
を
指
し
て
い
た
。
永
租
は
三
十
年
迄
の
期
限
を
も
つ
と
は
い
え
、
そ
の
後
地
主
が
希
望
す
る
か
否
か
に
関
わ

ら
ず
、
租
借
の
更
新
を
可
能
に
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
実
質
的
に
永
租
は
、
日
本
人
の
理
解
す
る

｢

所
有
権｣

と
ほ
ぼ
同
等
の
権
利
を
指

し
て
い
た
た
め
、
日
本
は
有
利
な
商
業
活
動
の
展
開
の
た
め
に
こ
れ
を
主
張
し
た
。

(

22)

同
右
、｢

例
言｣

一
頁
。

(

23)

同
右
、｢

例
言｣

一
頁
。

(

24)

同
右
、｢

本
文｣

一
頁

(

以
下
、｢

本
文｣

の
引
用
に
つ
い
て
は

｢

本
文｣

を
省
略)

。

(

25)
『

商
品
と
し
て
の
満
洲
米』

の
奥
付
に
は
佐
田
弘
治
郎
編
と
な
っ
て
い
る
が
、
序
文
に
編
纂
の
担
当
は
大
西
健
吉
と
記
さ
れ
て
い
る
。

(

26)

南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
興
業
部
農
務
課
編

『

満
洲
の
水
田』

南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
、
一
九
二
六
年
、
七
〜
八
頁
。

一
一
九

����������������



(
27)

『

東
三
省
水
田
誌』

七
頁
。

(
28)

『

満
洲
の
水
田』

五
二
〜
五
三
頁
。

(

29)
『

東
三
省
水
田
誌』

三
一
頁
。

(

30)
『

満
洲
の
水
田』

で
の
対
応
個
所
は
以
下
で
あ
る
。｢

滿
洲
に
於
け
る
水
稻
栽
培
は
氣
候
其
の
他
の
關
係
上
日
本
朝
鮮
に
比
し
特
種
の
耕
作
法
を

考
究
す
る
の
必
要
あ
る
こ
と
云
ふ
迄
も
な
き
所
な
り
。
且
つ
從
來
鮮
人
支
那
人
は
在
來
の
耕
作
法
を
墨
守
し
て
何
等
改
良
の
跡
を
見
ず
。
日
本
人

農
業
者
に
至
つ
て
も
滿
洲
に
於
け
る
水
稻
耕
作
上
充
分
な
る
實
際
上
の
經
驗
を
經
た
る
も
の
な
き
を
以
て
何
れ
も
適
從
す
る
所
を
知
ら
ざ
る
の
状

況
な
り
。
故
に
滿
洲
に
於
て
米
作
事
業
の
健
實
な
る
發
逹
を
圖
ら
む
と
欲
せ
ば
先
づ
水
稻
耕
作
に
關
し
科
學
的
試
驗
を
な
し
鮮
支
人
た
る
と
日
本

人
た
る
と
を
問
は
ず
一
般
当
業
者
の
指
針
た
ら
し
む
る
の
必
要
あ
り
。
滿
鐡
は
此
所
に
見
る
所
あ
り
大
正
二
年
以
降
熊
岳
城
分
場
及
び
長
春
地
方

事
務
所
苗
圃
に
於
け
る
試
驗
成
績
を
摘
録
し
以
て
南
滿
洲
南
北
二
箇
所
に
於
け
る
試
驗
の
概
要
を
示
さ
む
と
す｣

(『

満
洲
の
水
田』

八
三
頁)

黄

は
こ
の
個
所
に
影
響
を
受
け
、
本
文
中
の
よ
う
な
文
章
を
記
述
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(

31)
『

東
三
省
水
田
誌』

五
四
頁
。

(

32)

同
右
、
一
六
頁
。

(

33)

同
右
、
二
九
〜
三
〇
頁
。

(

34)

同
右
、
一
〇
七
頁
。

(

35)
『

東
北
文
化
月
報』

第
七
巻
第
三
号
、
一
九
二
九
年
、
二
二
頁
。

(

36)
『

東
北
文
化
月
報』

第
四
巻
第
十
一
号
、
一
九
二
五
年
、
六
頁
。

(

37)
『

長
夜
・
曙
光
―
殖
民
統
治
時
期
大
連
的
文
化
芸
術』

二
六
八
頁
の

｢
満
蒙
文
化
協
会
的
成
立
及
其
使
命｣

(

黎
生
藍
升
執
筆)

に
よ
る
と
、
一

九
二
六
年
九
月
十
三
日
に
会
の
名
称
変
更
が
決
議
さ
れ
た
。

(

38)

黄
越
川
の
外
孫
の
サ
イ
ト

｢

江
浙
行
記
之
六
―
慈
溪
故
郷
行｣

http://blog.m
yspace.cn/e/406248882.htm

(

二
〇
一
一
年
五
月
二
十
四
日

一
二
〇
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ア
ク
セ
ス)

(

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
博
士
課
程)

一
二
一
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一
二
二
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